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日
本
に
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
が
入

っ

て
き
た
の
は
１
５
４
９
年
、
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
宣
教
師
に
よ
り
ま
す
。
徳

川
幕
府
の
禁
教
令
で
激
し
く
弾
圧
さ
れ
た

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
１
８
７
３

（明
治

６
）
年
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
が
解
か
れ
キ

リ
ス
ト
教
宣
教
は
自
由
化
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
徳
川
幕
府
に
よ
る
邪
教
観
が
日

本
社
会
に
蔓
延
し
、
昭
和
期
の
軍
国
主
義

的
国
家
体
制
下
ま
で
強
く
偏
見
を
も
た
ら

せ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
明
治
期
の
キ
リ
ス

ト
教
は
、
教
育
、
医
療
、
福
祉
な
ど
に
貢

献
し
ま
し
た
。
富
国
強
兵
政
策
下
で
取
り

残
さ
れ
た
弱
者
救
済
に
も
キ
リ
ス
ト
者
は

力
を
い
れ
、
被
差
別
部
落
解
放
運
動
、
孤

児
院
設
立
、
知
的
障
害
者
施
設
や

ハ
ン
セ

ン
病
及
び
結
核
医
療
施
設
等
の
事
業
も
手

が
け
ま
し
た
。
ま
た
社
会
的
弱
者
の
立
場

に
立
ち
多
く
の
キ
リ
ス
ト
者
や
キ
リ
ス
ト

教
の
影
響
を
受
け
た
人
た
ち
が
、
女
性
の

人
権
保
護
の
た
め
活
動
し
、
非
戦
平
和
主

義
を
唱
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
道
的
な

働
き
に
よ
つ
て
キ
リ
ス
ト
教
は
徐
々
に
日

本
社
会
に
認
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
歴
史
の
中
で
１
８
５
９

（安

政
６
）
年
米
国
聖
公
会
か
ら
チ
ヤ
ニ
ン

グ

・
ム
ー
ア

・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
宣
教
師
が

来
日
し
、
今
の
日
本
聖
公
会
の
基
礎
を
築

き
初
代
主
教
と
な
り
ま
し
た
。
ウ
イ
リ
ア

ム
ズ
主
教
の
初
来
日
後
１
８
７
８

（明
治

Ｈ
）
年
、
米
国
聖
公
会
が
東
京
以
外
の
最

初
の
地
方
宣
教
を
川
越
か
ら
始
め
ま
す
。

こ
の
宣
教
は
田
井
正

一
伝
道
師
に
よ
る
も

の
で
し
た
。
後
に
司
祭
に
な
っ
た
田
井
正

一
師
は
日
本
人
最
初
の
聖
公
会
の
聖
職
者

で
も
あ
り
ま
す
。
１
９
０
１

（明
治

３４
）

年
、
川
越
に
埼
玉
県
最
初
の
幼
稚
園

。
宇

気
良
幼
稚
園

（後
の
初
雁
幼
稚
園
）
を
開

設
し
ま
し
た
。
教
会
は
川
越
町
を
数
回
移

転
し
、
今
の
聖
堂
は
川
越
の
大
火

（１
８

９
３
明
治

２６
年
）
後
、
１
９
２
１

（大
正

１０
）
年
に
現
在
地
に
赤
煉
瓦
の
聖
堂
と
し

て
竣
工
し
ま
し
た
。
翌
年
川
越
町
は
埼
玉

県
内
で
初
の
市
制
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
１

９
２
３
年
に
は
関
東
大
震
災
に
遭
い
、
礼

拝
堂
は
数
々
の
損
傷
を
受
け
ま
し
た
。
今

年
か
ら
３
年
後
の
２
０
２
１
年
に
は
聖
堂

聖
別
１
０
０
年
と
初
雁
幼
稚
園
創
立
１
２

０
年
と
い
う
記
念
の
年
を
迎
え
ま
す
。

戦
中
は
短
期
間
で
す
が
日
本
基
督
教
団

に
合
同
し
、

「日
本
基
督
教
団
川
越
聖
愛

教
会
」
と
名
前
を
変
え
ま
し
た
。
軍
事
政

策
に
抗
う
こ
と
を
せ
ず
、
戦
後
日
本
聖
公

会
に
復
帰
し
元
の
名
前
に
戻
り
ま
し
た
。

神
に
よ
る
平
和
を
こ
の
世
に
宣
教
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
つ
た

一
時
期
の
過
ち
を
反

省
し
、
悲
し
み
を
乗
り
越
え
戦
後
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

川
越
の
地
に
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
が
始

ま
つ
て
か
ら
１
４
０
年
の
間
、
教
会
に
は

多
く
の
活
動
が
芽
生
え
、
聖
書
を
学
ぶ
会
、

婦
人
会
、
青
年
会
を
は
じ
め
様
々
な
活
動

を
通
し
て
、
信
徒
は
精
神
的
に
支
え
ら
れ

ま
し
た
。
青
少
年
た
ち
は
希
望
の
道
を
歩

み
、
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
幼
稚
園
で
は

多
く
の
卒
園
児
を
世
に
送
り
出
し
、
保
護

者
た
ち
と
の
繋
が
り
が
広
ま
り
ま
し
た
。

教
会
と
附
属
幼
稚
園
が
合
同
で
バ
ザ
ー
を

開
催
し
た
り
、
最
近
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
教
会
で
の
結
婚
式
を
希
望
す
る
方
や
、

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
礼
拝
に

一
般
市
民
の
参

加
も
増
え
、
教
会
の
認
知
度
も
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
や
世
界
の
関

係
機
関
と
の
交
流
も
多
く
、
他
者
と
の
協

働
の
喜
び
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

幼
児
教
育
で
は
３
歳
未
満
の
幼
児
の
保

育
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
乳
幼
児
の
保

育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
を
抱
え
る
家
庭

が
増
え
、
そ
の
人
た
ち
を
も
対
象
に
宣
教

の
道
は
開
か
れ
て
い
き
ま
す
。
来
年
４
月

か
ら
は
幼
稚
園
は

「認
定
こ
ど
も
園

。
初

雁
幼
稚
園
」
に
変
わ
り
ま
す
。

幼
稚
園
の
保
護
者
や
卒
園
児
、
さ
ら
に
、

信
徒
の
縁
者
関
係
者
以
外
の
方
々
の
受
洗

者
も
最
近
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。
宣
教

百
年
を
迎
え
た

４０
年
前
に

「福
音
を
み
ん

な
の
も
の
に
…
開
か
れ
た
教
会
の
第
二
世

紀
に
向
か
つ
て
…
」
と
心
新
た
に
し
た
そ

の
結
実
を
見
る
よ
う
で
す
。

開
か
れ
た
教
会
を
目
指
し
、
ど
な
た
で

も
交
わ
ら
れ
る
教
会
で
あ
り
、
傍
ら
に
置

か
れ
た
方
や
弱
い
立
場
に
追
い
や
ら
れ
て

い
る
方
を
も
覚
え
て
、
そ
の
方
々
と
共
に

生
き
る
こ
と
が
教
会
の
姿
で
あ
る
と
私
た

ち
は
学
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
認
識

を
踏
ま
え
て
今
年
の
総
会
で
は
昨
年
に
継

続
し
て
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
者

２０
章

１９

節
「あ
な
た
が
た
に
平
和
が
あ
る
よ
う
に
」

を
聖
句
と
し
て
、
―
多
文
化
共
生
社
会
ヘ

ー
を
宣
教
テ
ー
マ
に
掲
げ
ま
し
た
。
実
り

あ
る
記
念
の
年
と
し
た
い
も
の
で
す
。

今
年
の
記
念
企
画
は
次
の
通
り
で
す
。

①
感
謝
礼
拝
　
を旦
教
１
４
０
年
記
念

。
田

井
司
祭
生
誕
１
７
０
年
記
念

②
学
び
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

。
講
演
会

・
パ

ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
・
韓
国
研
修
旅

行

。
パ
ネ
ル
展

・
コ
ン
サ
ー
ト

③
協
働
　
草
津
家
族
キ
ャ
ン
プ

。
レ
セ
プ

シ
ヨ
ン
。
日
曜
学
校
及
び
幼
稚
園
保
護
者

と
の
交
流

。
特
別
バ
ザ
ー

。
青
年
活
動

＊
詳
し
く
は

「宣
教
１
４
０
年
記
念
実
行

委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


